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概要  

 手話言語は文法体系に顔の表情での表現を組み込んでいる。口話とも共有し

ているような、精神的な状態を表す感情表現（[2]）に加えて、手話言語では文

法化した表情表現を、記述的な意味（「不注意に」など）と抽象的な意味（[4]）
の双方に用いる。後者のカテゴリーでは、例えばアメリカ手話では、直接法

（ニュートラルな表情）と、yes-no 疑問文（眉を上げる）、wh 疑問文（眉間に

しわを寄せる）で異なった顔の表情を見せる。手話を使わない聴者が、同様の

抽象的で言語学的な目的で顔の表情を採用することがあるだろうか（[1]）。本

発表では、我々は非手話話者が、顔の表情のみに基づいて「ジェスチャーの入

った文」の言語行為を同定することができるかどうかをテストした。我々は 4
つの言語行為に焦点を当てた。直接法の叙述文、命令文、wh 疑問文、yes/no 疑

問文である。 
 
実験 

刺激：我々はアメリカ文化で表象的に使用される４つのジェスチャーを使用し

た。親指を上げる（よい）、親指で指す（自身）、手首を叩く（時間）、指を

こする（金）である。このそれぞれのジェスチャーについて、そのジェスチャ

ーを使って会話する 4 つの文を作った。この 4 つの文は、それぞれ異なる言語

行為を例示している。（「金」のテーマは「それは高い」「支払え」「おいく

らですか」「お金がいりますか」など）。一人の英語話者のアメリカ人がそれ

ぞれのジェスチャーについて、4 つの意味を伝える自然な方法と感じられるジ

ェスチャーを行い、全部で 16 のビデオが作られた。 
タスク：オンライン調査で、非手話話者のアメリカ人被験者が、それぞれのセ

ットの刺激ビデオを見て、4 つの変形文を 4 つの与えられた意味とくみあわせ

るように言われた。実験 1 では、被験者はジェスチャーと顔の表情の両方の全

てのビデオを見た。組み合わせを確かめることは顔の表情だけに基づいて行わ

れた。実験 2 では、同じ素材を使って、但しビデオは顔だけが入るようにカッ

トされた。無関係な、テーマに特定の顔の表情をコントロールするため、実験

3 では実験 2 と同じ素材を使って、ランダムに意味の選択のセットと刺激のビ

デオのセットが合わないようにした。（例えば、「金」がテーマの意味の選択

で「時間」のビデオの顔の表情が見せられるなど）。実験 4 ではこれらのどの

意味が動的なキューと静的なキューによってどの程度引き出されるかを調べた。

やり方は実験 3 と同じで、但し刺激だけは、ビデオの代わりに顔の表情の絵が

使用された。 
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結果：全ての実験において、それぞれの言語行為で被験者は期待値を上回る数

値を出した。絵を使用した実験 4 においては正確さは減少したが（しかしそれ

でも期待値は上回った）、これは頷く動作が静的な画像で失われた直接法叙述

文において最も顕著であった。 
 
議論 

 口話においては、顔の表情はしばしば言語学の構成要素とは切り離されて

「パラ言語学的」であると言われる。我々の調査は、顔の表情が、非手話話者

が発話やコミュニケーション行為の抽象的な性質を補うのに使用しうることを

示した。これらのジェスチャーには生得的な土台があるのだろうか（[3]）。こ

こで明らかになったように、実験に使われた多くのキューは同じ目的でアメリ

カ手話にも使われている。（例えば、眉毛をあげる/しわを寄せる行為のよう

に）。 
アメリカの非手話話者がフランス手話の言語行為を同定するような、類似の

実験デザインを含むさらなる追跡調査によって、この可能性はさらに大きくな

ることが期待される。 
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